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１．主題構成表

（文渓堂）主題名 「すてきなあいさつ」 資料名 「いつでも どこでも」

内容項目 価値の分析 資料の分析■ ２－（１） ■ ■
気持ちのよいあいさつ、 ・日常生活におけるあいさつは ・本資料は、学校や家庭における
言葉遣い、動作などに心掛 望ましい人間関係を築くため 児童の日常的なあいさつの場面
けて、明るく接する。 に身に付けておくべき最も基 を取り上げたものである。

本となるものであり、人との ・６つの場面の絵で構成されてい
コミュニケーションのための る。

「 」■ 第一歩である。 ①登校時 おはよう児童の実態 ○年１名（ ）
・発音は不明瞭ではあるが ・心のこもったあいさつは、相 ②教室から飛び出した時、

「 」少しずつコミュニケーシ 手の気持ちを明るく、気持ち ごめんなさい
ョンをとろうとしている よくするものであり、社会生 ③飛行機をとってもらう時。

「 」・あいさつにおいても、自 活をスムーズにするものであ ありがとう
「 」分からはできないが、よ る。 ④出かける時 行ってきます
「 」うやく返すことができる ・一日の生活の中で時と場に応 ⑤別れる時 さようなら

「 」ようになってきた。 じた大切なあいさつがたくさ ⑥寝る時 おやすみなさい
・声が出しにくく、はっき んあることに気付かせること ②③のあいさつについては、や
りとあいさつができない は、様々な場でみんなと楽し や質の高いあいさつなので、で
ので、時間をかけて指導 く明るく生活することができ きる範囲で扱っていきたい。
が必要である。 るようになり、仲間とのつな ・本資料とともに「こころのノー
■ がりがさらに深まることにな ト」の場面の絵を活用して指導意識の要因
・あいさつを交わせば、気 る。 したい。
持ちがよいという体験が ・コミュニケーションがとれる ・場面を大切にして、いろいろな
少ない。 ようになってきている本児に あいさつの役割演技などを通し
・時と場に応じた適切なあ とって、あいさつを日常生活 て、あいさつが自然に出てくる
いさつのことばを習得し で使えるようにしていくこと ようにな習慣づけのきっかけと
ていない。 は、大変重要と考える。 なるようにしていきたい。

■ ねらい
・家庭や地域、学校で出会う人たちの絵を通して、どんなあいさつがあるのか知り、気持ち
のよいあいさつに心がけて明るく接しようとする心情を育てる。

■ 展開の構想 ■ 基本発問（◎中心発問）
・場面ごとの絵を見ながら、今何をしている ○今何をしているところですか。
ところなのか考えさせる。
・どんな時にどんなあいさつがあるのかを確 ○どんなあいさつがありますか。
認させる。
・場面ごとの絵を見ながら、役割演技を交え ○あいさつをいっしょにしましょう。
てあいさつの練習をする。

。・あいさつをすることによって気持ちよくな ◎あいさつをするとどんな気持ちになりますか
ることに気付かせる。
・あいさつを今後も進んで交わせるように意 ○これからもあいさつの輪を広げましょう。
欲づけをする。



２．授業の展開

学習活動（基本発問と予想される児童の反応） 支 援 ・ 留 意 点段階

つ （１）はじめのあいさつをする。 ・発音が不明瞭であるが、進んではじめのあ
○いっしょにあいさつをしましょう。 いさつをしている姿をほめる。

か ♪「あくしゅでこんにちは」 ・♪「あくしゅでこんにちは」でリラックス
・歩きながら握手・あいさつをする。 させる。

む

（２）資料や「こころのノート」の場面の絵を ・ こころのノート」の場面の絵を活用する。「
見て話し合う。
○何をしているところでしょう。 ・ あさ 「ひる 「よる」など場面ごとのあ「 」 」
どんなあいさつをしていますか。 いさつに気付かせる。

深 ＜あさ＞ ・はっきり話すことができにくいが、自分の
・ おはようございます」 思いを自由に話させる。「
＜ひる＞
・ こんにちは」「
＜よる＞
・ おやすみなさい」「
＜ごはん＞
・ いただきます ごちそうさまでした ・カードなどであいさつの整理をする。「 」「 」

「 」「 」 、・ ありがとう ごめんなさい については
気が付いて出てくれば、取り扱う。

め ○ あいさつをいっしょにしましょう。
・場面ごとにあいさつの練習をする。 ・いろいろなあいさつの役割演技を通して、

（役割演技） あいさつが自然と出てくるような習慣づけ
のきっかけとなるようにしていきたい。

◎あいさつをするとどんな気持ちになりま ・十分コミュニケーションができないので、
すか。 絵カードなどで、気持ちを表現させる。
・気持ちいいなあ。

る
（３）いままでのあいさつを振り返る。
○自分のあいさつについて振り返ってみま ・ あいさつパーク」の掲示を見ながら、振「
しょう。 り返る。

見 （４）教師の説話
○あいさつのお話をする。 ・いろいろなあいさつに気付かせ、進んであ

つ いさつをしようとする気持ちを持たせる。
（ ♪「あくしゅでこんにちは」

め ・歩きながら握手・あいさつをする。 ） ・場合によっては、早く終わりのあいさつに
入る。

る （５）終わりのあいさつをする。
・がんばったあいさつの姿をほめる。


